
福音のヒント 年間第 23主日 (2007/9/9 ルカ 14･25-33) 

 

教会暦と聖書の流れ 
 この箇所は先週の福音の箇所(ルカ 14･15-24)の続きです。イエスはエルサレムに向かう
旅を続けています。それは十字架に向かう旅であり、十字架を経て天に向かう旅でもあり

ました。その中でイエスに従うことが、きょうの福音のテーマになっています。なお、き

ょうの箇所にある 2つのたとえ話は、ルカ福音書だけが伝えるたとえ話です。 
 
福音のヒント 

(1) 「父、母、妻、子供、兄弟、姉妹を、
更に自分の命であろうとも、これを憎まないな

ら･･･」(14章26節)というのはそのまま読めば、
かなり衝撃的な言葉です。一般的には「積極的

に憎むという意味ではなく、より少なく愛する

という意味」だと説明されています(マタイ10
章37節参照)。自分の家族や自分の命を大切にす
ることは、普通の状況ならば何よりも優先すべ

きことでしょう。しかしここでは、それ以上に

イエスに従うことを優先させよ、と言われてい

ます。それはやはり特別な状況の中での言葉だ

からでしょうか。この福音の場面では、イエスはエルサレムへ向かう生涯最後の旅、つま

り十字架に向かう旅をしているわけですから、実際問題、そのイエスに従って歩んでいく

ことはそれくらい大きな覚悟を必要としたはずです。わたしたちの中に、そのようなギリ

ギリのところでの二者択一を迫られるような体験があるでしょうか？ 
また、「自分の十字架を背負ってついて来る者でなければ」(ルカ14章27節)ということ
ばも、そのような特別な状況の中でこそ切実な意味を持つ言葉かもしれません。 

 
(2) しかし、もっと一般的な状況の中でもイエスに従うことは、ある意味では「十字

架を背負う」ことだと言えるかもしれません。ルカ9章23節には「わたしについて来たい
者は、自分を捨て、日々、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい」ということば

がありました。そこでは「自分を捨て」と「日々、自分の十字架を背負って」が並行して

語られています。十字架刑はローマ帝国の処刑方法の1つで、死刑にされる人を最大限に苦

しめ、人々に対してみせしめとして殺す残虐な処刑方法でした(ローマの市民権を持つ人に

は適用されず、主に植民地の、ローマ帝国に対する反逆者に適用されたと言われています)。

死刑囚は、自分の十字架を処刑場まで担いで行き、そこで木の上にさらし者にされるので

す。そこから考えると、「十字架を背負う」というのは、「苦しみと死」というだけでな

く「自分の利益、名誉、安全を手放し、人からの侮辱さえも受け入れて生きること」を意

味していると言えるのかもしれません。これは「日々」の生き方の問題なのです。 

 



  (3) 28節からの「塔のたとえ話」と「王のたとえ話」は分かりにくいかもしれません。
たとえ話自体はむずかしくないのですが、33節の「だから、同じように、自分の持ち物を
一切捨てないならば、あなたがたのだれ一人としてわたしの弟子ではありえない」という

結論に結びつけるのはやや唐突だと感じられるのではないでしょうか。2つのたとえ話に共
通することは「まず腰を据えて」(28節と31節)ということばです。そうだとするとポイン
トは、「本当にイエスに従う覚悟があるかどうか、そのために一切を捨てる覚悟があるか

どうか、前もってじっくり考える」ということになるでしょう。 
 
  (4) ただし、あまりにじっくり考えると、「やっぱりわたしには無理だ」とあきらめ
てしまう恐れもあります。無理だとしたらどうしたらよいか。これに関して「もしできな

いと分かれば、敵がまだ遠方にいる間に使節を送って、和を求めるだろう」(32節)という
ことばは1つのヒントになるかもしれません。「敵」とはだれでしょうか、「和を求める」
とはどういうことでしょうか。全体を「神と和解する」という意味にとれば「敵＝神」と

なってしまいますし、「人と和解する」ととれば「敵＝人」となり、どちらも違和感があ

りますが、何よりも大切なこととして「神との和解、人との和解」ということが考えられ

ている、と受け取ることも1つの可能性としてはあるかもしれません。なぜなら、「神との
和解、人と人との和解」は聖書全体のテーマだと言ってもよいくらいのことだからです。

ただし、このたとえ話の中で、そこまで考えるべきかどうかはやはり疑問です。ここでは、

あきらめて他のことを考えるよりも、「一切を捨てて、イエスの弟子になる」ことが求め

られているはずなのです。 
 
  (5) 福音書を読んでいて、特別に厳しいイエスの言葉に出会ったとき、それをどのよ
うに受け取ったらよいでしょうか。 
 何よりも大切なことは、福音の言葉を祈りの心で受け取ることではないでしょうか。 
できるだけ率直に、キリストがこのわたしに語りかけている言葉として受け取ろうとす

るのです。それは、自分の考えや自分の都合で福音の言葉をゆがめてしまわないために大

切なことです。そのために、厳しいことばをあまり割り引かずに、厳しさを厳しさのまま

受け取るという姿勢も必要です。 
 しかし同時に、キリストのすべての言葉は、素晴らしい、本物の喜びへの招きであると

受け取ることも大切です。「神が、イエスが命じているから仕方ない」というような受け

取り方では、心から応えることはできません。「神は必ずわたしにとって一番良いことを

してくださる」という信頼をもって聖書の言葉を受け取るのです。イエスの招きは、ルカ

福音書の文脈で言えば、神の国の宴会への招き(先週のルカ14章15-24節のテーマでした)
だと言ってもいいでしょう。そこに招かれている「幸い」を感じたときにこそ、わたした

ちはイエスに従うことを自分の生き方として選ぶことができます。もちろん、厳しさも苦

しみもあります。人から誤解されたり、拒絶されたりすることもあるでしょう。しかし、

自分の選んだ生き方ならば、わたしたちは、どんな人にも、どんなことにも振り回される

ことがないはずです。 
きょうの福音で本当に問われていることは、わたしたちが本当に、イエスに従うことを

自分自身の生き方として選んでいるかどうか、ということだと言えるのかもしれません。 


